
１ . はじめに

　人間は誰もがといっていいほど，音楽を身近なも
のと捉え，日々の生活の中で意識的または無意識的
に音楽を利用している。ケネス・E・ブルシアは，
「音楽は私たちをなだめ，また刺激する。喜びにつ
け，悲しみにつけ寄り添ってくれる。私たちと共に
戯れ，また私たちが遊ぶのを助けてくれる。人間の
あらゆる感情の中へと私たちを誘い，また抜け出さ
せてくれる」ⅰと述べており，人間はその音楽の持
つ療法的な力を個人レベルで認識していると語って
いる。音楽の持つ芸術性，科学性そして人間感性の
分野から療法に役立てようとする音楽療法は日本で
もその独自の発展を続け，音楽療法士養成を行う大
学機関も増加傾向にあり，この領域の発展が医療福
祉関係で期待されている。音楽療法は多種にわたっ
て分類され，その臨床，研究方法も様々であるが，
近年，世界的に注目を集めているのが，本論で検討
するコミュニティー音楽療法である。ノルウェーの

音楽療法士ブリュンユルフ・スティーゲは，コミュ
ニティー音楽療法という概念を提案し，その実践と
教育を行っている。
　コミュニティーとは地域社会を指し，コミュニ
ティー音楽療法は，地域の様々な組織やグループを
繋ぐソーシャル・ネットワークを確立し，強化する
ことで人々の健康の増進と予防を目的とした音楽療
法の新しい概念である。ⅱ 彼は，コミュニティーか
ら排除されがちな障害のある人々がノーマライゼー
ションされることで，社会的に価値ある役割を習得
してゆくために，音楽療法士として実践可能な活動
を提案し，この試みを新しい音楽療法の流れとして
発展させ続けている。2002年には，ヨーロッパ音楽
療法学術大会にてコミュニティー音楽療法の概念が
紹介され，2003年にはスティーゲによる論文が出版
されたのをきっかけにヨーロッパを中心とする国々
でのコミュニティー音楽療法に関する文献が数多く
出版されている。日本では，2004年の日本音楽療法
学会学術大会や大学機関において，スティーゲが講
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演し，コミュニティー音楽療法と文化についての講
義を行ったと記録されている。以降日本においても
コミュニティー音楽療法はさまざまな形で実践され
ているが，その実践方法などについての文献は少な
いのが現状である。これもコミュニティーという広
い枠組みの中で行われるという特徴と，音楽療法と
いう科学的かつ芸術的な活動ならではの現状と理解
することができるのではないだろうか。
　堀らⅲは知的障害者と一般の音楽家などを交えた
音楽ユニットを結成し，ライブハウスで発表会を行
う等の活動を通して，さまざまな立場の人がともに
音楽活動を行うことによってもたらすエンパワメン
ト効果に注目した。彼は次のように述べている。「コ
ミュニティー音楽療法において重要になるのは，対
象者のニーズだけではなく，それを取り巻く家族や
友人，学校・職場等の地域社会，それらを支える文
化全体のニーズやイデオロギーといった文化的コン
テクストを考慮するということである」彼らの活動
においては，スティーゲの活動にも見られるように，
コミュニティー音楽療法活動を行い，そして観客を
対象に発表するというシステムを導入している。発
表会やコンサート活動をにより，参加者に達成感を
与え，地域社会に広く紹介することができる。
　このコミュニティー音楽療法という概念は医療・
福祉施設などの区切られた空間で行われる伝統的な
音楽療法セッションではなく，より公共性をもつ音
楽療法のスタイルで，これまでリーチできなかった
新たな可能性へのドアを開いてくれた。現在，筆者
はコミュニティー音楽療法を実践することを試みて
おり，米国で注目を集め，各地で実践されているコ
ミュニティー・ドラムサークルに注目した。ここで
ユニークな点は，ミュニティー音楽療法の一環とし
て発表やコンサートというスタイルをあえてとらな
い活動であるドラムサークルに着目したということ
であろう。コミュニティー・ドラムサークルは，音
楽療法としては認識されてはおらず，レクリエー
ション音楽活動としての位置づけであるが，著者は
この活動がコミュニティー音楽療法を実践する上で
有効であると考えている。したがって，本論ではコ
ミュニティー・ドラムサークルの概念を再考し，こ
れらの特徴や共通点を明らかにした上で，コミュニ
ティー・ドラムサークルによるコミュニティー音楽
療法の可能性について論じることを目的とする。

２ . 音楽療法の定義

　コミュニティー音楽療法について述べる前に，音
楽療法とは何かについて概観することからはじめて
みたい。まず，音楽療法を定義づけることは，非常
に困難である。音楽療法というこの不思議で魅惑的

な響きをもつ領域を説明づけるために，音楽療法士
は誰に説明するのかによってわかりやすいように定
義つけることが必要となる。その定義は人それぞれ
に異なる場合が多く，実践や研究のスタイルの違い
も定義を変化させてしまう要因になっている。米国
の音楽療法士ブルシアは音楽療法を定義づけること
の重要さと困難さについて述べながら，その多様性
と可能性を考察しながら，音楽療法という領域はい
まだ発展途上にあるということを述べている。
　「音楽療法とは本当に定義するのが難しく，しか
もそうさせるようなたくさんの側面を持っている！
知識と実践の総体としてみると，音楽療法は ２ つの
領域，音楽と療法の学術的混合種であるが，この双
方共が不明瞭な境界線の中にあって，それ自体定義
するのが難しいものである。音楽と療法が結合した
ものとしてみた場合，それは芸術であり，科学であ
り，人間関係のプロセスであって，これらがすべて
同時に起こる」ⅳ

　音楽療法の歴史的背景をたどってみると，まず音
楽療法先進国である米国では，第 ２ 次世界大戦によ
り傷ついた兵士たちの心身のケアを目的とした病院
内での音楽活動が1940年代と記録されている。主に
はそれまでは困難だった外傷後ストレス障害などの
治療に効果がみられた。日本では，1960年代前半櫻
林仁らによる音楽療法に関する書物が出版されてい
たが，1967年の英国の音楽療法士ジュリエット・ア
ルヴァンの来日が大きな影響を与え，日本でも音楽
療法という新たな分野が急速に発展した。ⅴ現在に
おいても，音楽療法の定義は国によってさまざまで
ある。日本音楽療法学会の定義には「音楽療法と
は，音楽のもつ生理的，心理的，社会的働きを用い
て，心身の障害の回復，機能の維持改善，生活の質
の向上，行動の変容などに向けて，音楽を意図的，
計画的に使用することをさすものとする」とある。
この定義を音楽療法先進国のものと比較すると，諸
外国の定義には音楽療法士または特別な訓練を受け
た者が音楽療法を行うとしてあるのに対し，日本の
定義には誰が行うのかという特定がない。日本の音
楽療法は現在急成長を続けているが，教育機関での
音楽療法士養成コースはまだ産声を上げたばかりと
いえ，実践力を身につけるための実習現場や実践指
導をするスーパーバイザーも足りていないのが現状
である。次に，本論で検討するコミュニティー音楽
療法の概念について説明する。

３ . コミュニティー音楽療法とは何か

　コミュニティー音楽療法とは，地域共同社会に開
かれた音楽療法の新しい形態である。一般に音楽療
法は，障害をもつ人，あるいは疾病予防を目的とし
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た音楽活動をさし，そのほとんどは病院や福祉施
設，教育機関や相談室，療法室といった特定の場所
で行われることが多い。しかし，コミュニティー音
楽療法では，対象を障害のある人たちに特定せず，
地域社会に存在する全ての人々の参加を可能とする
ものである。その活動の目的の一つは，音楽療法の
対象となる障害者が地域社会の活動に主体的に参加
し，その価値あるメンバーとなることを手助けする
ことである。障害者を初め，セラピーを必要とする
多くの人は地域社会から孤立しがちである。さらに
コミュニティー音楽療法のもう一つの目的は，地域
社会に生きる人達が，障害者を理解し関わりを持
ち，彼らを含めた活動ができるようになることであ
る。したがって，参加する全ての人が，音楽療法活
動を介して，障害者理解，他者理解を深めることが
目的である。つまり，音楽療法の対象となる障害を
持つ人個人が焦点になるのではなく，この個人が生
活する環境も含めて療法ということを考えなければ
ならない。病気そのものを治療するだけでは，十
分ではないことが多く，彼らの生活環境を含めた
Wholistic「全人的」な見かたで関わることが重要
であるという考え方から生まれている。
　沼田はコミュニティー音楽療法についてこう説明
している。「コミュニティー音楽療法とは，地域社
会に根ざした音楽療法の実践を広く指すものであ
り，明確な理論や方法論が定義されているものでは
ない。近年，多くの音楽療法家が，従来の音楽療法
モデルのように決められた場所でのセラピストとク
ライエントという関係を超えて，地域社会とのかか
わりのなかで実践をはじめたことにより，その定義，
実践形態などをめぐり議論が巻き起こっている状況
にある。」ⅵ実際，コミュニティーを中心とした音
楽療法的活動は，各地で実践されていると報告され
ているが，それらの活動を，音楽療法の領域として
とらえるかどうかは，その実践者や参加者がどのよ
うな意識をもって実践したかによる。このようにコ
ミュニティー音楽療法についての議論は尽きること
がなく，必ずしも音楽療法士が関わっていなくとも，
音楽を通して人々を繋ぎ，障害者の社会参加のきっ
かけとしている活動は数多くある。
　コミュニティー音楽療法のパイオニアの一人でも
あるスティーゲは，音楽療法の概念を三つに分類し
た。一つ目は，「手段としての音楽」であり，音楽
が癒しや治療の手段となり，クライアントに有効な
音楽刺激を与えるといった方法である。生理指標を
用いた医学的な研究によくみられるように，クライ
アントに音楽を聴かせその生理的又は心理的な効果
を検討するといった方法が代表的である。例えば，
音楽を聴き，リラックスする方法や，音楽を聴くと
痛みが緩和する，又は楽器や楽曲を演奏することで，

ムードが改善される，などの方法である。
　音楽療法の二つ目の概念は「媒体としての音楽」
である。媒体としての音楽では，セラピストとクラ
イアントの相互作用が中心となり，コミュニケー
ションをとりながら音楽が使用される。クライアン
トの作詞にセラピストが曲をつけ，共に演奏する。
または音楽を通してセッション参加者が人間関係の
大切さや自分を取り巻く関係性を本質的に理解し，
改善することがある。
　これから述べる三つ目の概念が本論で注目した比
較的音楽療法領域の中でも，新しい概念であり，
地域社会に広がる大きな可能性をもつ「コミュニ
ティーとしての音楽」の概念である。この新しい音
楽療法の概念は，音楽を社会的で文化的なものとし
て捉え，音楽がコミュニティーに参加するための招
待となり，人と人とをつなげるという役割を担うと
いうものである。ⅶ例えば社会から孤立しがちな障
害者や高齢者，又は対人関係が原因で起こる精神障
害に悩む人々，教育現場で大きな問題になっている
不登校や引きこもりの問題などは，メディアが発達
し，情報があふれ，人との接触が減少している現代
社会ゆえの病気であり，これらの問題を解決するた
めには，病気を薬物療法などで治療する方法だけで
はなおりにくいのが現状である。そこで，音楽をさ
まざまな人が集いコミュニティーを構築するため
の媒体としての活動とし，参加者が帰属感を獲得
し，コミュニティーの中で主体的な役割を持ち，
Quality of Life「生活の質」を向上させるための音楽，
というスタンスがここでの音楽の役割となる。つま
り，人間が Well-being を得るためのきっかけ創り
としての音楽活動であり，この活動を通して参加者
の健康を促進するという考え方である。
　スティーゲは，障害を持つ人々と一般の人々が共
に参加し演奏するための合唱団やブラスバンドを作
り，地域でコンサートを行うなどの活動を行い，そ
の社会的，福祉的観点からの効果を実践報告してい
る。ⅷ 彼は地域社会に存在する様々な福祉，教育，
行政機関を音楽活動によってつなぎ，周期的な共同
作業としての音楽活動を実践した結果，今まで関連
性の見られなかった支援機関同士にネットワークを
確立した。彼は現代社会におけるコミュニティー音
楽療法の必要性についてこのように述べている。ⅸ

「第二次世界大戦後，多くの国々において，テクノ
ロジーと経済は急速な発展を遂げてきた教育，職業，
移住地の選択に関する個人の可能性は，以前よりは
はるかに広がった。しかし，社会には暗闇も残され
ている。富める者と貧しい者－個人と国家の双方に
おいての格差は広がりつづけているようにみえ，テ
クノロジーの発展は自然の生態系バランスを脅かし
ている。またこれほど劇的ではないが，見過ごすこ
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とのできない暗闇もいくつかある。それはストレス
の問題，コミュニティーの脆弱化，本来はひとつで
あるべき生活空間が分離されていることなどである」
　彼の述べるこれらの問題が社会問題となっている
のは欧米のみならず多くの国々に共通する問題であ
ると言え，日本も例外ではない。障害の有無に関わ
らず，人々は孤独と孤立を感じている。わが国でも
障害者の社会復帰を支援するための様々な福祉活動
が行われているが，障害者が社会復帰のために施設
から出て，用意された集合住宅に移り住むことだけ
では，本当の意味での共同社会参加とは言えないし，
本人自らが社会の一部と感じるには十分ではないと
考える。WHO（世界保健機関）は健康と Quality 
of Life の関係を強調しており，健康の増進と予防
としての健康活動を推進している。健康とは，病気
ではないこと以上に，個人が活動する能力や自負心
を持っていること，他者との関係を築いている，そ
して人生を意味あるものとして捉えられているかが
重要視される今，コミュニティー音楽療法としての
文化活動，共同活動が求められているのではないだ
ろうか。
　スティーゲはコミュニティー音楽療法をいくつか
の定義をもって説明しているが，中でも著者が日本
文化になじみやすく感じたものをここで紹介する。
最初に，コミュニティー音楽療法とは，基礎価値的
であり，与えられたコンテクストの中で相対的に不
利な立場にいる人々が自らの意思や感情をより広
く，そして強く伝えるようになることを課題として
いるということである。ここでいう基礎価値的とい
うのは，社会的な正義と誰もが公平な資力を持ち表
現する権利を与えられるといった価値観のことであ
る。したがって社会全体がこの価値観を主として構
成されているのが前提であり，この価値観を基には
じめて成り立つのがコミュニティー音楽療法の基礎
概念になることは言うまでもない。この療法は，自
らの意思や感情を障害によって伝えることができな
かった人や，声を上げてこなかった人々への社会参
加の糸口となるだけではなく，それらの人を受け入
れ，共に活動に参加してもらうことで，相互理解を
深めることにつながる。共に参加する健常者にとっ
ても意味深い活動になり有益であると考える。
　これらの概念を実践に移す時考えられる方法は
様々である。これまでに紹介したスティーゲや若尾
の例では参加者がなんらかの作品を仕上げ，発表す
るという形式を用い，コミュニティー音楽療法を
通して，人と人とを結ぶ活動を行った。これらの
活動を通して様々な立場の人達がともにコミュニ
ティーを創出していくプロセスを体験することがで
きた。様々な立場の人々が共に音楽するという考え
方は，Small ⅹのミュージッキング Musicking とい

う考え方からきている。これは音楽を音楽行為に関
わるすべての人を巻き込んだ統合的なアイデアであ
り，音楽を演奏し，パフォーマンスに関わることは
勿論，プログラム作成，聴くことや楽器運搬，チ
ケットのもぎりや会場整備なども含んだすべての関
係する役割をいうものである。この Small の述べる
ミュージッキングこそが，地域社会をつなぎコミュ
ニティーを創出するための音楽療法活動の基盤とな
るのである。
　これらの概念は著者が近年経験，学習してきた，
ドラムサークルという音楽活動にまさにぴったりと
重なり合うものであると考える。次にドラムサーク
ルという聞きなれない活動を簡単に説明する。

４ . ドラムサークルとは

　ドラムサークルという言葉を聞かれて，すぐにそ
の活動内容が理解できる方は少ないだろう。ドラム
サークルとは，近年米国を中心に広まっている能動
的集団打楽器演奏活動であり，日本では未だ真新し
い響きである。物理的な活動内容はその名のとおり
ドラム（ここではドラムセットのことではなく，打
楽器を意味する）を Circle すなわち円になって演
奏するという極めて原始的かつシンプルな音楽的な
試みである。このような活動は，その方法や目的も
文化により異なるものの，世界中に存在する。
　現代社会にみるこの集団で太鼓を叩く活動すなわ
ち「ドラムサークル」を三つの大きな枠に分類して
みると次のようになる。まず一つめはアフリカやア
フリカをオリジンとする移民達によって行われるも
のである。この種のドラムサークルでは，特定の文
化における音楽形式が用いられ，通常レクリエー
ション活動としてではなく，祈りや祝い事，儀式な
どに用いられるものであるため，彼らの音楽や文化
についての知識を持っていることが参加する上での
条件となる。場合によっては，性別，年齢などの制
限が加わることもある。二つめは，フリースタイル・
ドラムサークルと呼ばれ，フリージャズや即興音楽
と類し，形式やルールの存在しない自由即興のみで
行われる演奏であり，観客を相手にコンサートホー
ルやライブハウスなどで行われることも多い。三つ
めはファシリテーターと呼ばれる案内役のような役
割を持つ人が存在するコミュニティードラムサーク
ルである。この活動においては，互いに支えあうコ
ミュニティー作りを目的としており，年齢，性別，
障害などの制限もなく，誰もが自由に参加でき，か
つ参加することで健康を促進し，生活の質を向上さ
せるだけでなく，エンパワメント（個人や集団が自
らの生活への統御感を獲得し，組織的，社会的，構
造に外郭的な影響を与えるようになること）される
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ことを目的としている。 世界にコミュニティー・
ドラムサークルを広める教育活動を行っているドラ
ムサークルのパイオニア，アーサー・ハルは，コ
ミュニティーを基盤に行うドラムサークルを始め，
様々なグループでのドラムサークルを行い，その実
践方法を発表している。彼は，著書『Drum Circle 
Spirit』の中で，コミュニティー ･ ドラムサークル
をこう説明付けている。「コミュニティー・ドラム
サークルは，常に開かれたグループであり，ドラム
を演奏すること，踊ること，歌うことが好きな人が
集まりその喜びを共有することである。コミュニ
ティーの中でドラムを共に演奏するということで，
人と人との関係が変化する」ⅺ

　著者がこのコミュニティー・ドラムサークルがコ
ミュニティー音楽療法活動に有効であると考える大
きな理由の一つに，ドラムサークルは多様な面でバ
リアフリー音楽活動であるということである。人種，
年齢，性別の違いや，音楽経験，そして障害の有無
に関係なく参加することができる。国際ドラムサー
クル・ファシリテーター協会では，ドラムサークル
をこう定義つけている。「ドラムサークルは，美し
く自発的な音楽を創り出す能力を持った参加者グ
ループのエンパワメントのために，多種なハンド・
ドラムとパーカッションを使って行うリズム・ベー
スド・イベントである。グループの一員として協力
の上ドラミングやリズムを基調とした音楽つくりを
行うことは，個々の音楽的経験や能力にかかわらず，
全員参加型の体感的な活動となる」ⅻこのように，
ドラムサークルの目的は練習を重ね，聴衆の前で演
奏することが目的とされる活動のように，美しく完
成度の高い音楽を創り出すことではなく，参加者全
員が一つのコミュニティーとなり，お互いを聴きあ
うことにあることがわかる。この活動を通して，他
者理解力，自己表現力の促進や，達成感，統一感の
獲得，そしてグループに受け入れられ，自らが安心
していられる居場所を確立できることで帰属感を得
ることが期待される。

４ - １ . コミュニティー・ドラムサークルの特徴

　ドラムサークルは，グループで即興的に打楽器を
叩き，音楽を作り出すという単純な活動だが，参加
するということで，必然的に他者との非言語的な関
わりをもつ活動である。ドラムサークルとその他一
般的な音楽活動との大きな違いは練習やリハーサル
を必要とせず，その場で即興的に作られた音楽を他
者と分かち合い，自己表現の楽しさを得ることがで
きるという点である。ドラムサークルで作られる音
楽に正しさや音楽美学的な美しさは求められないの
で，基本的なルールに反しない限り，間違っている

音楽というものは存在しない。そしてドラムサーク
ルに来たものはすべてが参加者となり，観客は存在
しないという点も他の音楽活動と違い，ユニークで
あると言える。また，ドラムサークルに参加するこ
とは，必ず他者の出す音を聴くこととなり，他者意
識や，環境に注意を向けることが必要となる。した
がって，社会生活で必要になってくる協調性や自己
表現する力などを育てることが可能になるのである。
　人々はそれぞれ自分の演奏したいリズムを奏でる
ことができるという点は，障害のある人達にも創造
性とオリジナリティーをもった一人の演奏者として
存在することを意味する。ドラムサークルでは即興
的な表現も含まれるので，それぞれの持ち味をある
種の音楽的枠組みの中で表現できる。即興演奏とい
う観点から障害者の独自性を生かすことは，他の参
加者にとっても全く異なる音楽感やリズム感覚を感
じる貴重な体験ともなりうるだろう。演奏中は，聞
こえてくる他者の音に調和するか否かは個人の選択
に任されるが，他者の音を聴き，互いに音楽的な刺
激を受けながら自己表現を行うので，ドラムサーク
ル参加者は，個人的な音楽表現を行いながらも集団
の中での役割を果たしているというグループ帰属感
をも感じることを可能にするであろう。

４ - ２ . ドラムサークルの効果

　ドラムサークルはその多様な効果が認められ，欧
米をはじめとする国々では様々なグループに利用さ
れている。コミュニティーグループ，企業及び組織
でのチームビルディング，サポートグループ，問題
を抱える青少年，高齢者，教育者グループ，障害
児・者グループ，障害者家族会などで広く行われて
いる。音楽療法士達もその効果と利用法に注目し，
ドラムサークルを行うための研修を各国で受けてい
る。ドラムサークルに参加することで得られる効果
は社会的なもの，心理的なもの，生理的なものと多
種にわたるが，中でも生理指標を用いた代表的な研
究に次のようなものがある。Bittman は，ドラムサー
クルに参加することで，免疫力を上げることを科学
的に実証した。xiii　また，過度の労働による燃え尽
き症候群の予防やストレス軽減に，ドラムサークル
が効果的であることは科学的に実証されている。企
業などの離職者数の減少に貢献しているほか，チー
ムビルディングや，リーダー養成にも効果を上げて
いる。また，米国の看護大学生を対象とした実験で
は，ドラムサークルを ６ 週間にわたり行った学生の
POMS スコアは劇的に改善されており，退学者や
留年者を減少するという報告もある。xiv わが国でも
その効果は実証されており，企業就労者を対象とし
た研究では，ドラムサークル参加によりナチュラル
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キラー細胞の活性化が認められている。xv 生理学的
研究のほかにも，音楽療法的観点から見ても，音を
出すという行為，リズムを奏でるという行為，強弱
や音の大小によって表現することは，コミュニケー
ションや自己表現能力の向上，感情表出にも効果が
期待でき，身体的な運動にもなる。

４ - ３ ．�コミュニティー音楽療法としてのドラムサー
クルの役割

　コミュニティー音楽療法を実践するにおいては，
合唱，バンド活動，地域コンサートの実施など，さ
まざまな方法が考えられる。スティーゲは，音楽療
法を受けている知的障害者と，地域の健常者が共に
演奏できるマーチングバンドを運営し，コンサート
を開催し，地域社会をつなぐネットワーキングとし
ての音楽療法活動を確立した。コミュニティー音楽
療法の一つの方法としてドラムサークルを導入する
ことは，核家族化，高齢者の孤立化が進む日本の現
代社会の中で，コミュニティーを失った人々もドラ
ムサークルに参加することで，生活の質の向上や健
康を引き出せるという効果を得られるのではないか
と考える。また，いつでも誰でも参加可能な活動で
あるということは，参加したいと感じたその時から
スタートできるという利点がある。すでに述べたよ
うに，コミュニティー音楽療法を実践するには，あ
る特定の障害を持つ人のみを対象とするのではな
く，障害の有無にかかわらず誰でも参加できる活動
を提供し，なおかつその活動が全ての参加者にとっ
て楽しく，満足できる活動でなければ持続できない
だろう。例えば，楽譜をよむことや，音程を合わせ
るなど，ある程度音楽的な基礎能力を必要とする活
動は完成品としては美しい作品になるが，音楽教育
を受けていない人や障害をもつ人たちにとっては，
のびのびと音楽を楽しむ活動にはならず，場合によ
れば参加すること事態が苦痛になるだろう。一方，
音楽的な難易度を下げすぎることで，参加者に満足
感をもたらさない活動になってはならない。コミュ
ニティー音楽療法としてのコミュニティー・ドラム
サークルを図にすると以下のようになる。

音楽療法

コミュニティー
ドラムサークル
コミュニティー

中心部にあるのが，伝統的な療法室などで行われ
る音楽療法である。その周りを囲むのがコミュニ
ティー・ドラムサークルであり，中心との間には風
通しのよい通路があり，クライアントは音楽療法
セッションとコミュニティー・ドラムサークルの間
を行き来する。これは，個人音楽療法セッションを
受けるクライアントが，療法室から出て，自分の力
を試したい場合にも開かれている通路であり，逆に
コミュニティー・ドラムサークルの参加者が，そこ
で出会った音楽療法士や音楽療法という領域に興味
を持ち，個人セッションを依頼する場合にも開かれ
ていることが望ましい。このようにコミュニティー
に開かれた音楽療法活動は，地域社会をつなぎ，障
害のある人々の存在価値を高めるといった，参加者
双方にプラスになる活動になると考える。

４ - ５ ．�コミュニティー音楽療法としてのコミュニ
ティー・ドラムサークルの対象者

　音楽療法の対象者は多種にわたる。発達障害を持
つ子供から成人，身体障害児・者，精神障害児・者，
薬物障害者，リハビリテーションを受ける人，問題
を抱える青少年，高齢者，終末期医療を受ける患者
などである。多くの場合，音楽療法士は医療・福祉
施設で音楽療法セッションを行うか，場合によって
は訪問セッションを行う場合もある。通常の音楽療
法の対象者として例をあげると，本学で平成22年よ
り行っている音楽療法がある。こども子育て支援セ
ンターの一環として，障害をもつ子供達を対象とし
た個人音楽療法セッションを筆者を含む音楽療法担
当教員 ２ 名が行っている。本学で行っている個人音
楽療法セッションに参加する子供たちの抱える問題
は自閉症，知的障害，身体障害など様々で，主には
集中力のなさや，協調性のなさ，コミュニケーショ
ン能力の遅れが見られる。音楽療法では，子供の資
質を見極めるためのアセスメントを行い，保護者か
らの情報を収集後，目標設定を行う。発達障害児へ
音楽療法を施す場合の主な長期目標は，社会的，情
緒的能力の向上，運動機能の向上，コミュニケーショ
ン能力の促進，就学前学科学習の促進，余暇活動の
充実やＱＯＬの向上などがあげられる。個人により，
それぞれの短期目標が設定され，セッションで取り
組まれ，カンファレンスなどで情報を共有し，達成
度合いを検討する。これらのセッションは区切られ
た音楽療法室で行われ，通常健常児と共に活動する
ことはない。
　では，コミュニティー音楽療法としてのコミュニ
ティー・ドラムサークルに参加する対象者はどのよ
うな人達であろうか。本学で音楽療法セッションを
受けている児童はもちろん，障害を持たない児童や
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家族，地域住民までが参加者となりうる。すでに述
べたように，コミュニティー ･ ドラムサークル参加
者に，制限や決まりはない。通常音楽表現において
は，歌唱力や，楽器を演奏するための能力と技術が
必要とされる。演奏技術がない人たちにとっては，
音楽を通して自分の表現したいことを表現すること
は困難である。しかし，ドラムサークルを用いたコ
ミュニティー音楽療法では，ドラムを叩く，マラカ
スなどの比較的音を出すことが容易な打楽器を演奏
するだけで，楽譜を読む能力や，演奏技術など特別
な能力は必要とされないため，参加者の制限が極端
に少なくなる。体力や病状にもよるが，音楽療法を
必要とする障害児・者も，参加意欲さえあれば，参
加可能となる可能性が高い。例えば，本学で行って
いる子供のための音楽療法セッションを受ける児童
も，支援センターを利用する健常児も共に参加でき
るのではないかと考える。また，児童のみならず，
保護者をはじめ，音楽療法や子ども子育て支援に興
味のある学生やセンターの職員，大学教員，地域住
民も参加の対象となる。大学生にとっては，児童の
行動研究，障害児研究の実践の場として機能させる
という可能性も考えられるだろう。
　音楽療法を受けている障害児・者又は家族達に
とっては，集団の中で活動する貴重な体験となり，
社会適応能力の向上や，コミュニケーション能力の
向上，沢山の人と共に演奏する喜びを感じることで，
自己肯定感の獲得にもつながることが期待できる。
障害を抱える子ども達の保護者にとっても，共に参
加できる貴重な時間となり，楽しい音楽活動となる
だろう。また，健常児や保護者にとっても，障害の
ある人と共に活動することにより，相互理解につな
がり，共に音楽活動を体験することで障害児・者へ
の偏見を減少させることが可能であると考える。

４ - ６ . ドラムサークルの実践方法

　ドラムサークルを実施するには，まずドラムをは
じめとする打楽器が必要となる。参加する人数の椅
子を円状に配置し，それぞれの椅子に一つずつ楽器
を用意する。使用する楽器は，大小異なる様々なド
ラム（ジャンベ，フロアタム，コンガ，ボンゴ，フレー
ムドラム，大太鼓，小太鼓など）と，その他の小打
楽器（マラカス，シェイカー，クラベス，カウベル，鈴，
アゴゴベルなど）である。楽器の種類については図
２ の写真を参照されたい。その他，手作りの楽器や，
台所用品（フライパンやボウルなど）や日用品（バ
ケツなど）も工夫次第では立派な楽器となる。参加
者は自由に席と楽器を選択し，ファシリテーターの
合図や，自然発生的な音楽の開始を待ったり，個人
で自由に叩き始めたりする。

４ - ７ . ドラムサークル・ファシリテーターの存在

　ドラムサークルには，ファシリテーターと呼ばれ
るガイド役が存在する。国際ドラムサークル・ファ
シリテーター協会はドラムサークルにおけるファシ
リテーターをこのように定義付けている。「ドラム
サークル・ファシリテーターは，このインタラクティ
ヴな音楽創りの体験を参加者にとって簡単にする役
割を担う。ファシリテーターは安心できる雰囲気に
よって参加者グループをエンパワーし，テクニック
によって能力を高め，楽しさで参加を促しながら，
コミュニティーのための表現の場を創りだす。訓練
を受けたプロフェッショナル・ファシリテーター
は，グループ全体が曲作りを始めるためには，各人
のエンパワーメントが必要であることを認識してい
る。ドラムサークル・ファシリテーターは，グルー
プに奉仕し，個人がさらに可能性を発揮できる手助
けを行い，喜びを分かち合い，相互依存に基づいた
グループダイナミクスに従って反応する。ファシリ
テーターは参加者との間にラポールを築き，さまざ
まなスキルを駆使してそのグループがさまざまな曲
創りをできるよう助ける」xvi このように，ファシ
リテーターとは誰もがすぐにできることではなく，
特別なトレーニングを必要する。またさまざまな能
力も兼ね備えてなければならない。ハルはファシリ
テーターの態度と資質について，こう述べている。
「ドラムサークル・ファシリテーターは，人々が輪
になって楽器演奏を行っている時に，ガイド役をつ
とめる。よいファシリテーターとはスキルの高いホ
スト役であり，すべての参加者ができるだけ簡単に
楽しく参加できるようにする，創造性と感受性を兼
ね備えたリーダーである」xvii　さらにハルはファシ
リテーターは上級のパーカッショニストである必要
はないが，ある程度のリズム感と音楽的スキルを
持っていること，参加を促すシークエンスと呼ばれ
る指揮を通してグループの意識を個人レベルからグ
ループへ変化させる能力があること，すべての音楽
レベル，年齢，民族性の人々が同等の立場で参加で
きる雰囲気を作り出す能力が必要だと述べている。
　ファシリテーターは，簡単なルール（楽器の使用
方法，楽器を傷つけないために指輪や腕時計などは
はずす，人の楽器を使うときは必ず聞く，ファシリ
テーターの合図，ドラムサークルの目的，環境を快
適に守るためのルールなど）を説明し，誰もが安心
し，楽しんで参加する活動であることを参加者に伝
える。ドラムサークルは全ての人に開かれた音楽活
動であるがゆえに，多種多様な人々の参加が予想さ
れる。例えば，プロフェッショナルレベルの演奏家
や，アフリカやアフリカをオリジンとする地域出身
者もいれば，全くタイコを叩いたことがない高齢者
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や，幼児，そして障害者までもが参加することとな
る。その一人ひとりが，同等の立場で音楽を楽しめ
るようにガイドするということは，容易なことでは
ない。実際，ファシリテーターを養成するための講
座が世界各地で開催されており，多くの人がファシ
リテーターになるためのトレーニングを受けてお
り，実践する上で必要不可欠なプロセスとなってい
る。

５ ．コミュニティー音楽療法としてのドラムサーク
ルの実践に向けて

　ドラムサークルは音楽療法の領域で使用されるこ
ともあるかもしれないが，音楽療法士養成トレーニ
ングにドラムサークルを運営する，あるいはファシ
リテートするためのカリキュラムは現在のところ存
在しない。著者が経験した米国での音楽療法士養成
トレーニングの中にも，ドラムサークルに関するこ
とは見当たらなかった。しかし，音楽療法学会や講
習会に参加すると，ワークショップ形式で行われる
ドラムサークル講座はよく目にしたのを記憶してい
る。米国のドラムサークル・ファシリテーターの代
表的存在であり，ドラムサークルを医療の現場等で
利用しやすいプロトコルに組織化し，ヘルスリズム
という名で研究，実践しているクリスティン・ス
ティーブンズ（Christine Stevens）は米国公認音楽
療法士であり，彼女のもとには多くの音楽療法士が
トレーニングを受けにやってくる。
　セラピストであることと，ドラムサークル・ファ
シリテーターであることはどう違うのであろうか。
米国の音楽療法博士ブルシアによれば，音楽療法士
とは，音楽療法士であるための訓練を受けた人であ
り，社会がその能力を認め，何らかの資格を社会か
ら認可されている人である。しかし，欧米と比べて，
日本のように音楽療法の研究，実践がスタートした
ばかりの国では，養成トレーニングの基盤も弱くな
る。音楽療法士であるための訓練を受けた人であっ
ても，その訓練レベルに大きなばらつきがでてしま
うことは言うまでもない。さらに，病院や施設で疾
病を抱えるクライアントのみを対象とした音楽療法
の経験しかない音楽療法士にとっては，地域社会の
中で広い視野と自由で幅広い音楽的な思考能力とテ
クニックを必要とするコミュニティー音楽療法を実
践するのは容易ではないはずである。
　逆にドラムサークル・ファシリテーターは，地域
社会の様々な人をドラムサークルによってつなぎ，
コミュニティーを作ることを目的としている。コ
ミュニティー作りについては，限られた知識や経験
しかない音楽療法士にとっては，困難なことでも彼
らは当然のように，幼児から高齢者，さらに障害者

までを一つにし，音楽的対話と一体感を自然に発生
させることができる。音楽療法士としてこの場を目
の当たりにした時，療法室という区切られた空間で
行われる音楽療法の限界を感じざるをえなかった。
音楽療法士としての養成トレーニングを終了した者
でないかぎり，ドラムサークル・ファシリテーター
は原則セラピストではない。しかし，彼らの行う活
動そのものがセラピューティックであり，参加者に
その効果を感じさせていると考える。
　ハルが述べているファシリテーターに必要な基礎
的資質をいくつか見てみると，まずドラムサークル
を行うための動機と目的をしっかりと持つことの重
要性に触れている。さらに，トランジションポイン
トと呼ばれる音楽的変化を必要としているグループ
のニーズを感じ取る力も重要であると述べている。
これらの要素を音楽療法士の役割と比較してみると
共通点を見つけることができる。どこで，誰を対象
に，何の目的を持って行っているのかを明確にする
ことは，音楽療法セッションの前にしっかりとアセ
スメントを行い，長期目標，短期目標を持つことと
似ている。また，音楽的なオーケストレーションの
技術を持つことは音楽療法士として，当然の資質で
あるとともに，グループの音楽的な流れを理解し，
いつ動機付けや介入を行うのかを察知することは，
音楽療法士として重要な資質であると考える。
　また，ハルはファシリテーター養成ワークショッ
プで，素晴らしいファシリテーターになるまでのプ
ロセスの中で，必ず dictatorship を経験すると言う。
いいファシリテーターというのは，dictate すなわ
ち「支配」するのではなく，facilitate「容易にする」
べきであるという。支配的になれば，様々な音楽様
式やテクニックを試し，発表会で披露するような完
全でコントロールされたものはできるが，そうすれ
ば参加者は自由な即興性を失い，自由に演奏を楽し
むことが不可能になる。また，ファシリテーターと
して忘れてはならないのが，Over Facilitation と呼
ばれる「過剰なファシリテート」をすることで，参
加者の意欲や一体感や自然発生的な即興音楽をつぶ
してしまうというのである。これらは，すべて音楽
療法士にとっても重要な事柄である。音楽療法に言
い換えれば，クライアントに指示を出し，従わせる
という教育的目標のみを重要視するほか，音楽刺激
を与えすぎることで，そのクライアントが表現でき
るチャンスを逃してしまうということである。
　このように，ドラムサークル・ファシリテーター
と音楽療法士には共通する資質が多く見られる。そ
こで，音楽療法士としてセラピーを必要とするクラ
イアントを理解する能力を持ったセラピストが，ド
ラムサークルをファシリテートするということで，
クライアントのニーズを汲み取り，それらをグルー
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プの中で徐々に花開かせることができる。さらに一
般の参加者の中でクライアントの成長を確認できる
ということは素晴らしいコミュニティー音楽療法の
場となりえると考える。

６ . おわりに

　本論ではコミュニティー音楽療法の概念と現状を
考察し，この分野における，新しい活動としてのコ
ミュニティー・ドラムサークルの実践方法とその可
能性について述べてきた。
　筆者は，ドラムサークルを始めて体験した時，そ
のあまりに解放的かつ，受容的であるのに驚いた。
そして，セッションルーム内での音楽療法のみでな
く，さらに地域社会に広がる音楽療法に発展して
いく可能性を見出した。筆者は，2010年 ８ 月に米
国ハワイ州で行われた，アーサー・ハル氏主宰の
Village Music Circle Facilitator's Play shop Level
１ を受講した。そこでは， ７ 日間にわたり，ドラム
サークルの基礎概念，理論，そしてファシリテーター
であるための資質と能力を育てるためのトレーニン
グが行われた。世界10カ国から集まった約50名の参
加者は，音楽教師，音楽療法士，音楽家，心理士，
大学教員とさまざまであった。トレーニングでのド
ラムサークルとファシリテーターの様子は図 ３ の写
真を参照されたい。トレーニング終了前日には，会
場周辺の地域住民を招待し，コミュニティー・ドラ
ムサークルが行われた。集まった約80名の参加者
は，乳幼児から90歳代の方，そして視覚障害者やハ
イリスクの青少年たちまでが集い，共にタイコを叩
いた。その経験は忘れることが出来ないほどに一体
感があり，世界各国から集まった参加者が，人種の
壁，言葉の壁，格差の壁，障害の壁を乗り越え一つ
になった経験であった。このような経験は，コミュ
ニティー・ドラムサークルがまさしく非言語コミュ
ニケーションによってつながっているという場であ
るということと共に，だれもが同等の立場で一つの
音楽を作り上げるという福祉的にオープンであり，
地域社会をつなぐ社会的な活動である。この活動を
どのように音楽療法に結びつけることが可能か，考
えているうちに本論で述べたコミュニティー音楽療
法との融合の可能性にたどり着いた。
　今後の活動としては，ここで述べた活動を実践し，
その効果とさらなる可能性について研究を進める予
定である。

図 ２ （使用される打楽器の １ 例）

図 ３� （ハワイでのコミュニティードラムサークル・
ファシリテータートレーニングの様子。中心に
いるのがファシリテーター）
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